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第10巻第１号紀要発行に寄せて
　

 弘前医療福祉大学　　　　　　
 学長　下　田　　　肇　
　

　今回も多くの優れた論文が寄せられて年々その内容も充実していることは誠に喜ばしいこと

であり、日頃の先生方の研究に対して深く敬意を表するものであります。

　「知は力なり」はイギリスの哲学者フランシス・ベーコンの言葉ですが、その本意は「科学的

な知識に基づいて、現実社会を改革しなさい」ということにあり、また客観的なデータに基づ

いた知識がなければ真理にはたどり着かないのだということを示しています。

　フランシス・ベーコンの言葉は優れた論文を作成するためには、観察とその方法―実験が最

も重要であることを教えております。

　さて、短期大学部の紀要と大学の紀要は間もなく統合されることに決定しております。これ

からは短期大学部と大学の各々の研究論文が同時に読むことができるようになり、互いに刺激

を与えながら尚一層充実した紀要に発展することを祈念し、先生方にはこれからも優れた論文

等が数多く寄せられることを希望しお願いしたいと思います。
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弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部 紀要　投稿規程

（目的）
第 1条 弘前医療福祉大学および弘前医療福祉大学短期大学部（以下「本学」という）における紀要の名称を「弘前

医療福祉大学　弘前医療福祉大学短期大学部紀要」Journal of the Hirosaki University of Health and Welfare 
and Junior College （略称：J Hirosaki Univ of Hlth & Welf & Jr Coll）とし、以下「紀要」という。紀要は
本学における研究成果発表を目的として、定期的に刊行される。

（発刊）
第 2条　紀要の発刊は原則として年 1回とし、本学紀要編集委員会（以下「委員会」という）がその任にあたる。
　 2　　紀要は、発刊前年度の12月21日から発刊年度の12月20日までに投稿された論文を第 1号として刊行する。
　 3　　投稿に、相当の遅滞があった場合は、紀要編集委員会での協議の上、次号発刊の紀要において対処する。
　 4　　発刊期日は原則として発刊年度の末日までとする。

（投稿資格者）
第 3条　紀要への投稿資格者および筆頭著者は、次のとおりとする。
　（1）　本学専任教員
　（2）　本学非常勤講師
　（3）　その他、委員会が適切と認めた者

（受付･査読・採否）
第 4条　投稿原稿は他誌に未掲載で且つ投稿中ではない論文に限る。
　 2　　論文の種類は以下①-④を受け付ける。尚、①-③は査読ありとする。
　　①　総説：ある主題に関連した研究の解説、総括
　　②　原著論文：独創的な研究により、新しい知見、理論を示した論文
　　③　研究報告：研究上の問題提起、興味深い事実や実態・事例・症例に関する報告、未整理だが、すぐに知らせ

る意義のある研究
　　④　その他委員会が認めたもの：教育実践報告、研修報告、国際学会報告、セミナー報告、イベント実施報告、

公開講座報告など
　 3　　投稿原稿は全て受理するが、原則として一人一編とする。本文の長さ、図・表・写真の大きさ等、編集上不

都合が生じる場合、または印刷体裁が整わない場合には、変更を求めることがある。
　 4　　投稿原稿は「投稿原稿提出書」を必ず添付したうえで、各学科の紀要編集委員を経て随時受け付ける。紀要

編集委員会は「受領書」を発行する。
　 5　　受領した論文のうち④その他委員会が認めたもの以外はすべて第三者に査読される。査読後、委員会は投稿

論文の種別・内容・体裁について修正を求めることがある。
　 6　　論文の採否は委員会において決定され、その結果は書面で通知される。
　 7　　著者校正は初校までとし、初校での大幅な追加、修正は原則として認めない。

（著作権）
第 5条　掲載論文の著作権は本学に帰属し、論文の電子化は了承されたものとする。但し著者が当該論文を利用する

場合は本学の許諾を必要としない。

（経費負担）
第 6条　投稿原稿が規定の枚数を超過した分については、著者の負担とする。
　 2　　投稿者は初校の際に別刷の必要部数を委員会に申告するものとする。
　 3　　別刷は10部まで共通経費負担とし、それを超えた分は著者負担とする。
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（倫理的配慮）
第 7条 人および動物が対象の研究は、投稿者所属の施設もしくは研究参加者が所在する施設の研究倫理委員会で承

認されたものでなければならない。且つその旨および承認番号が本文中に明記されなければならない。

（利益相反）
第 8条 利益相反の問題がなければ、末尾の引用文献リストの前にその旨を付記する（例：本研究には、利益相反に

関して申告すべき内容は含まれていない）。利益相反の申告内容を含む場合には、末尾の引用文献リストの
前に「本研究は利益相反マネージメント委員会の審査を受けている」と明記し、なおかつ謝辞の中に関係団
体名を記載する。

（複数著者の責任分担）
第 9条 紀要編集委員会に提出される原稿の中で、複数名の共同研究者（連名）においては必ず、共同研究者全てに

ついて役割分担、または、研究作業のどの部分や箇所において責任を果たしたのか、本文中に明示する。

（その他）
第10条 論文の執筆要項に関しては、委員会が別に定める。

附則　　本規程は2019年 4 月 1 日から施行する。
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弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部 紀要　執筆要項

1 ．原稿の構成と表記
（1）原稿はA4版、10.5ポイントで 1枚につき40字（英字・数字は半角）×40行横書きとする。句読点は「。」およ

び「、」を用いる。原稿は10枚（16,000字）以内とする。但し、図表 1枚は800字（半枚）分に数えるものとする。
欧文の場合にはA 4版、ダプルスペースで 1枚につき26行でタイプする。欧文は必ずnative speakerによる校
閲を受けたものであること。

（2）表紙には論文題名、著者名、所属および所在地（希望するならe-mailアドレスも）を和文と欧文の両方でそれ
ぞれ明記する。さらに本文枚数（引用文献、要旨を含む）、図、表、写真、図表の説明文などの枚数を記載し、
最後に論文の種類：「原著論文」（例）のように明記する。 2枚目には600字以内の和文要旨とキーワード 3－5
語、 3枚目には300語以内の英文要旨とkeywords 3－5 語を記す。

（3）図表の使用は最小限にとどめ、「図 1」、「表 1」、「写真 1」等それぞれの通し番号をつけ、本文とは別に一括
する。図表の説明とサイズの指定は別紙にする。掲載箇所は、赤字で図・表・写真の番号をもって指定する。

（4）外国の人名、地名に原語を用いるほか、叙述中の外国語にはできるだけ訳語をつける。
（5）文献でない備考・注などは、＊、＊＊などを右肩につけ説明を脚注とし、その原稿用紙の下部に記述する。脚注

内の文は 9ポイント、行間は 1スペースとする。その頁の下に横線を引き、その下側に挿入すること。本文中
の脚注による記述は可能な限りさけること。

（6）複数著者の責任分担については、引用文献の前に明記する。

2．文献記載の様式
（1）文献は、本文の引用箇所の肩に 1）－3）と表し、最後に一括して引用順に掲げる。
（2）文献は、“引用” や “参考” をつけず、「文献（References）」として扱う。
（3）文献の記載方法・順序
　　〈雑誌〉著者名：表題名．雑誌名．巻（号）：頁－頁，発行年．
　　〈単行本〉著者名：論文題名．書名（版表示）．編者名．頁－頁．発行地：出版社．発行年．
　　〈訳本〉著者名：論文題名．書名（版表示）．編者名．訳者名．頁－頁．発行地：出版社．発行年．
　［例］
　　〈雑誌〉
　　　山田太郎：弘前駅東口再開発について．弘前ジャーナル．12 （3）：45－67，2020．
　　　※雑誌名は略称とせず、正式名称を記載する。
　　〈単行本〉
　　　佐藤一郎：弘前の歴史．津軽の歴史（初版）．鈴木次郎．12－34．弘前市：弘前城東出版．2020．
　　〈訳本〉

George Smith：津軽藩とコーヒー．東アジアのコーヒー文化の歴史（二版）．John Paul．田中三郎．56－78．
New York：Coffee Publishing．2020．

（4）ウェブサイトからの引用については文献リストに含め、URL（ウェブサイト住所）、閲覧した日付を記す。
　［例］
　　弘前市の喫茶店
　　http://www.hirosaki_cafe.co.jp/coffee.html　（最終閲覧日：2020/12/20.）
（5）他の出版物から図・表等の資料を引用転載する場合は、その資料が著者自身のものであっても、必ず出典引用

する。

3．投稿の際の提出書類
（1）総説・原著論文・研究報告については、投稿原稿提出書の他、本原稿（表紙、和文要旨、英文要旨、本文、図

表）を 1部、査読用原稿を 2部提出すること。なお、査読用原稿においては、著者名、所属、謝辞、役割分担
等、著者を特定できるような事項は掲載しないように注意すること。それ以外の投稿原稿については、投稿原
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稿提出書と本原稿 1部のみ提出すること。
（2）原稿は各学科の紀要編集委員に提出すること。

4．謝辞、大学の正式な英語名等について
（1）学長指定研究等は謝辞に記載する。
　［例］
　　「本研究は弘前医療福祉大学学長指定研究により行われた。」
　　英文の一例を記載する。

This article was partially supported by a grant for designated research provided by the President of 
Hirosaki University of Health and Welfare.

（2）大学などの正式な英語名および省略形を使用する場合の参考例を記載した。
弘前医療福祉大学
Hirosaki University of Health and Welfare …… Hirosaki Univ Hlth & Welf
保健学部
School of Health Sciences …… Sch Hlth Sci
弘前医療福祉大学短期大学部
Hirosaki University of Health and Welfare Junior College …… Hirosaki Univ Hlth & Welf Jr Coll

2019年 4 月 1 日制定



編　集　後　記
　

 弘前医療福祉大学紀要編集委員会
 委員長　佐　原　雄　二

人が去り、人を迎える年度末・年度初めは慌ただしく時間が過ぎるものですが、とりわけ年度
末は変化が早い気がします。日ましに日没の時刻が遅くなることも一因かもしれません。2月も
終わりに近づいたころ、カワラヒワの声をいくつか聞きました。これから新たな季節、新たな年
度を迎えると思うとほっとします。
紀要第10巻ができあがりました。総説、原著論文、研究報告、研究ノートのほか、公開講座

の要旨や各教員の研究活動報告なども入っています。下田学長からは今回も巻頭言をいただきま
した。
来年度から本誌は短期大学部との合同紀要として新たなスタートを迎えることになります。本

誌の末尾には、合同誌の投稿規程と執筆要項を掲載しています。これらを新たに決めなおすのは
結構な作業でした。短期大学部も合わせて編集委員の皆様、また意見を寄せていただいた教員の
皆様には深謝します。今後の、合同誌の発展を願いつつ。

弘前医療福祉大学
紀要編集委員会

委 員 長　　佐原雄二
委　　員　　長岐正彦
委　　員　　早狩　誠
委　　員　　佐藤厚子
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